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研究成果の概要： 

サービスの増加に伴い、複数の関連サービスを同時に要求するユーザが急増している。ユー

ザの要求に対して多様なサービスを継続して提供するためには、利用状況と提供状況の双方を

考慮しなければならない。本研究では、動的な異種環境のなか、関連した情報サービスを自律

的に統合する、適応可能で効率的なアーキテクチャと技術を提案した。各ノードが情報サービ

ス・機能を持ち、かつそれらが変動しうる分散環境下で、障害・保守・建設中などの状態にあ

る機能不完全なサブシステムが共存可能であり、システム全体の稼動が保証される減衰型情報

サービスシステムコンセプトに基づき、各サブシステムが自律的に情報を交換し、動的な環境

に対応し、関連情報サービスを高信頼かつ効率的に統合できる柔軟なシステムアーキテクチャ

を提案した。また、提案された情報サービス統合指向型システムアーキテクチャを基盤とした

エージェント通信技術、異種情報処理技術、アシュアランス技術を提案した。さらに各部分技

術の融合を図り、状況に応じて関連情報サービスを得るため、各サブシステムが動的に協力し

て処理を行なうプラットフォームを構築し、インターネットを介した研究協力者との共同実験

を行い、提案技術の有効性を検証した。 
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１．研究開始当初の背景 

現在、情報サービスシステムは、サービス
プロバイダ(SP)とユーザの間の 1対１対話型

のサービスを可能としている。しかし、サー
ビスの増加に伴い、複数の関連サービスを同
時に要求するユーザが急増している。さらに
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ユビキタス社会のもと、ユーザの総数、位置、
要求の時宜的な把握は困難である。この様な
状況下、SP は、ユーザの要求に対して多様な
サービスを継続して提供しなくてはならな
い。 

情報サービスのアクセスと統合を実現す
る シ ス テ ム 開 発 が 試 み ら れ て い る 。
Universal Description, Discovery and 
Integration (UDDI) と IBM WebSphere は、
代表的な情報統合システムである。これら両
システムは、高い性能を持つが、幾つか問題
がある。第一は、情報サービスの統合処理が
受動的に行われることである。複数の情報ソ
ースのサービスへのアクセスは困難であり、
タイムリーに要求した情報サービスを得て、
統合することができない。第二は、システム
全体を局所的に把握することが可能という
立場をとっていることにある。このため、急
速に変化する環境に応じたアクセス条件の
再構築が困難なものとなっている。最後は、
統合処理のアプリケーションサーバへの集
中である。これにより、ユーザ数の急速な増
加に伴い、システム内に混雑が発生すること
になる。 
 
２．研究の目的 
情報サービスの統合に関連した従来研究

の欠点は、一言で言うと集中化にある。今日
のシステムに求められていることは、動的な
環境の中、分散した異種の情報ソース群から
関連サービスを能動的かつ効率的に統合す
ることである。急増するマルチサービス要求
と急変動する環境のもとでは、システムの
様々な構成要素の自律性と局所性が保障さ
れてはじめて、システムニーズを満たすこと
ができるのである。 
マルチサービスアクセスアプリケーショ

ンの主な特徴は、関連サービスの多様性と数、
相互依存性を持ったリクエスト、そして急変
化する状況にある。このため、利用状況と提
供状況の双方を考慮しなければならない。本
研究の目的は、動的な異種環境のなか、関連
した情報サービスを自律的に統合する、適応
可能で効率的なアーキテクチャと技術を提
案し、これらの問題を扱うことである。 
 
３．研究の方法 
従来技術の課題を解決するため、以下アー

キテクチャ・通信技術・情報処理技術の 3 種
類の技術を提案した。最後にアプリケーショ
ン事例としてマルチメディア統合システム
のプロトタイプを作成し総合評価を行った。 
(1)アーキテクチャ 
ワンストップサービスを提供する為、システ
ムの各サブシステムが自律的に情報を交換
し、動的な環境に対応し、関連情報サービス
を高信頼かつ効率的に統合できる柔軟なシ

ステムアーキテクチャ 
(2)通信 
各サブシステムがユーザのアクセスに応じ
て関連情報サービスを検知しながら自律的
に交信すると同時に、配布範囲を限定する自
律統合技術と、サブシステム間での効率的な
通信を実現する各ノードの自律協調技術 
(3)情報処理 
サービスの質とタイムリーに高信頼的にア
クセスを確保するために、各サブシステムが
自律的に冗長性の確保と構造の再構築を行
なうための自律モニタリング・自律アクセス
技術 
 
４．研究成果 

各ノードが情報サービス・機能を持ち、か

つそれらが変動しうる分散環境下で、障害・

保守・建設中などの状態にある機能不完全な

サブシステムが共存可能であり、システム全

体の稼動が保証される減衰型情報サービス

システムコンセプトに基づき、各サブシステ

ムが自律的に情報を交換し、動的な環境に対

応し、関連情報サービスを高信頼かつ効率的

に統合できる柔軟なシステムアーキテクチ

ャを提案した。また、提案された情報サービ

ス統合指向型システムアーキテクチャを基

盤としたエージェント通信技術、異種情報処

理技術、アシュアランス技術を提案した。 
・ 各サブシステムがユーザのアクセスに

応じて関連情報サービスを検知しなが

ら自律的に交信すると同時に、配布範

囲を限定する自律統合技術 
・ サービスの質とタイムリーに高信頼的

にアクセスを確保するために、各サブ

システムが自律的に冗長性の確保と構

造の再構築を行なうための自律調整技

術 
・ 各サブシステムがユーザのプリファレ

ンスに応じて関連情報サービスを統合

しながら自律的に処理すると同時に、

信頼性と適時性をも考慮したアシュア

ランス性を確保する自律関連情報サー

ビス配布技術 
・ 高応答性を確保するために、サブシス

テム間での効率的な処理を実現する各

ノードの自律協調技術と自律アクセス

技術 
各部分技術の融合を図り、状況に応じて関

連情報サービスを得るため、各サブシステム

が動的に協力して処理を行なうプラットフ

ォームを構築した。また、このプラットフォ

ームによって、インターネットを介した研究

協力者との共同実験を行い、提案技術の有効

性を検証した。さらに得られた知見を元に技



 

 

術上の問題点の抽出と解決策を検討し、実用

化への方策を明らかにした。 
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